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１．地域年金展開事業の概要
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・年金局
・職業安定局
・保険局
・社会・援護局
・地方厚生(支)局

厚生労働省 ⑤

本部 広報室
・広報計画のとりまとめ、広報
実施計画の策定

年金事務所
・地域年金展開事業の実施
・年金委員等への研修、情報の提供、活動の要請

支
援
（（研
修
等
）・

進
捗
管
理

等

指
導
・助
言

など

地域年金展開事業
～公的年金制度の周知・啓発～

①ポスター、チラシ、リーフレット等の

配布

②年金制度説明会

③年金セミナー

④出張年金相談会

⑤地域年金事業運営調整会議

⑥「ねんきん月間」、「年金の日」におけ

る各種取組

⑦「わたしと年金」エッセイ 等

日本年金機構

本部 各事業部
・年度の取組計画及び広報計
画の策定、実施

連
携

本部 事業推進統括部 管理・市区町村調整Ｇ
・各事業部及び広報室との連携・共有、発信する情報等の確認
・地域部との連携・共有、指示等
・地域代表年金事務所との連携・共有、指示、調整等の依頼等
・年金事務所への情報提供、取組の指示等
・年金委員への情報提供、活動の協力・依頼
・関係機関・団体等との協力・連携、効果的な周知・啓発の取組

連携・共有連携・共有

本部 地域部
・取組の進捗管理、指導、助言

地域代表年金事務所
・関係機関との連絡調整
・年金事務所の状況把握

事業部の取組

・未適用事業所に係る取組

・適用に係る調査

・納付、免除等に係る取組

・年金給付にかかる取組 等

年金委員
・年金制度に係る周知・啓発

地域年金推進員
・高校・中学を対象に年金セミ
ナーなどの活動

学生
取組：①③⑥⑦

国民年金
被保険者

取組：①②③④⑥⑦

厚生年金保険
被保険者

取組：①②④⑥⑦

事業主
取組：①②④⑥⑦

年金受給者
取組：①②④⑥⑦

・地方自治体（市区町村、県庁）
・地域のコミュニティ（自治会・町内会）

・地元企業
・教育機関（大学・高校・専門学校）
・商業施設・商工会

地域 ⑤

地域のネットワーク/協力・連携する機関

など

・年金受給者協会
・社会保険協会
・社会保険（年金）委員会
・社会保険労務士会
・社会福祉協議会
・健康保険協会各支部/各健康保険組合

関係機関・団体 ⑤

など

事
業
の
策
定

事
業
の
実
施

地
域
年
金
展
開
事
業
の
策
定

地
域
年
金
展
開
事
業
の
実
施

連携・共有

連携・共有

連携・共有

連携・共有
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（１）地域年金展開事業の概要

対象



◆公的年金制度の普及・啓発や国民年金保険料納付率の向上等のため、関係機関との連携協力のもと『年金
制度説明会』や『年金セミナー』・『出張年金相談』等を実施します。

◆日本年金機構が取り組む公的年金制度の普及・啓発活動について、関係者や有識者からなる『地域年金事
業運営調整会議』を開催し、事業推進の意見や助言を伺います。

年金委員を対象とした研修会の開催や、各種冊子・チラシ等、活動に役立つ情報を提供。
年金委員

活動支援事業

公的年金制度の普及・啓発等についての検討や年金事務所が行う事業への意見・助言を行うため、学識経験者や
関係機関等を委員として都道府県単位に設置。

地域年金事業
運営調整会議

地域連携事業
・職員が自治体や民間企業、関係団体等に出向き、事務担当者や従業員向けの年金制度説明会を実施。
・市区役所・町村役場の広報誌や行事等を通じ年金制度や日本年金機構が行う事業の周知、ポスター・チラシの

掲示や設置、配付の依頼等。

年金セミナー
事業

職員が、大学や専門学校、高校等に出向き、学生・生徒向けの年金セミナーを実施。
大学での年金相談や学生納付特例制度の申請窓口の開設や、パンフレットの掲示や設置、配付の依頼等。

地域相談事業
年金事務所から遠方の地域住民や利便性などのニーズに応えるため、市区役所・町村役場や大規模商業施設、
イベント会場等で、出張年金相談や免除申請窓口を開設。

《具体的な取り組み内容》

（２）地域年金展開事業の主な取り組み
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全国の年金事務所は、地域、教育、企業の中での年金制度に対する理解をより深め、制度加入や保険料納付に
結びつけるため、地域年金展開事業に取り組んでいるところです。

令和６年度については、国民の皆さまに対し、制度を知らないことによる不利益を生じさせないための情報提
供を目的とした効率的な取り組みを、より多くの方に実施するものとします。

【重点取り組み内容】

１．若年層への制度周知

年金セミナー（20歳到達者向け説明会を含む）の実施により若年層への制度周知を図る。

⇒ 目標参加人数：1,180人（宮崎：590人、延岡：214人、都城：274人、高鍋：102人）

２．企業担当者向けの制度周知

企業担当者（職域型年金委員を含む）向け年金制度説明会を以下のテーマにより実施する。

☑ 算定事務講習会

☑ 短時間労働者適用拡大に関する説明会

☑ 育児休業に係る保険料免除等に関する説明会

☑ 事業所調査における指摘事項の多い事例に関する説明会

☑ オンライン事業所年金情報サービスに関する説明会

⇒ 目標参加人数：672人（宮崎：316人、延岡： 132人、都城：170人、高鍋：54人）

３．年金委員活動の活性化

年金委員活動に必要な情報提供を実施するとともに年金委員の委嘱拡大を図る。

（３）令和６年度 重点取り組み内容



２．令和6年度事業実施結果報告

（令和6年4月～令和7年3月）
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計画 実績 総括および課題

〇チラシ・ポスター等の配布
および掲示

市町村や年金委員への協力依頼

年金相談のインターネット予約や、ねんきんネット利用に関するポ
スターの掲示およびリーフレットの設置等を依頼し、地域住民への
周知広報を実施しました。

また、市区町村や年金委員に日本年金機構アニュアルレポート（年
次報告書）を送付し、事業運営の状況や目標の達成状況についての
報告を行いました。

市区町村職員向け情報誌「かけはし」を定期的に発行し、管内市
町村へ各種取り組み事業のスケジュールや制度改正事項、事務処
理上の留意点等について、タイムリーな情報提供を行いました。

（送付時期） ５月、７月、９月、１１月、１月、３月

・「かけはし」各号の主なトピックス

市区町村職員向け情報誌「かけはし」の活
用状況等について、宮崎県内26市町村に
聞き取り調査を実施したところ、毎号掲載
している「障害年金講座」が役立っている
との声が最も多く、障害年金関係の記事を
更に充実させてほしいとの声もあるなど、
あらためて障害年金関係のニーズが高いこ
とがわかりました。

引き続き障害年金をはじめ、その他の事項
についても内容を充実させてまいります。

（１）地域連携事業

ナンバー 送付月 トピックス（抜粋）

・公的年金等における所得税・個人住民税の定額減税について

・振込通知書に関する相談チャットの開設について

・障害年金講座（人工透析に係る障害認定日について）

・「老齢年金請求書」に係る電子申請サービスの開始について

・市区町村における多言語通訳サービスの利用について

・障害年金講座（特別障害給付金の障害状態確認届について）

・「令和７年分公的年金等の受給者の扶養親族申告書」の電子申請サービスの開始と「扶養親族等申告書」の送付について

・遠隔手話通訳サービスおよび文字チャットサービスの開始について

・障害年金講座（心疾患について）

・国外転入等情報を活用した国民年金資格取得の届出勧奨等の実施について

・「ねんきん月間」、「年金の日」について

・障害年金講座（人工肛門造設に係る障害認定基準について）

・令和６年分「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の送付について

・令和６年分公的年金等の源泉徴収票の送付について

・口座振替およびクレジットカード納付の利用勧奨について

・過年度分国民年金保険料免除・納付猶予申請書（ターンアラウンド様式）の送付について

・令和７年度学生納付特例申請書（ターンアラウンド様式）の送付について

・令和７年度国民年金保険料について

第91号 11月

第92号 1月

第93号 3月

第88号 5月

第89号 7月

第90号 9月
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【調査期間】令和6年12月20日～令和６年12月27日 ／【調査対象】宮崎県内26市町村(架電による聞き取り調査）
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【参考】市区町村職員向け情報誌「かけはし」に係る調査結果
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計画 実績 総括および課題

九州管内国税局、宮崎県内税務署との協力・連携依頼

（リーフレットの設置）

ねんきんネットを利用することで、確定申告や年末調整に必要な
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」や「公的年金等の源
泉徴収票」といった通知書の電子データを受け取ることができ、受
け取った電子データは、ｅｰＴａｘ*での確定申告等で利用できるこ
とから、管轄の熊本国税局を通じて宮崎県内の各税務署へ「ねんき
んネットの利用促進」に関するチラシの設置依頼を行いました。
（令和６年９月）

＊国税に関する各種手続きを、インターネット等を利用して電子的に行えるシステム

（確定申告会場での協力・連携）

また、令和６年度からの新たな取り組みとして、九州管内の国税局
との協力・連携により、各地の確定申告会場に赴き、ねんきんネッ
トの利用登録や、社会保険料（国民年金保険料）控除証明書、公的
年金等の源泉徴収票の電子送付（ペーパレス化）登録の説明を行い
ました。（令和７年２月）

※宮崎県では、1日5～7名の職員を会場に配置し試行。

ねんきんネットの利用者数は令和6年度
に1,355万人に到達しました。
(令和５年度1,098万人から257万人増)

今後も、お客様の利便性向上や当機構の事
務処理の効率化を実現していくため、ねん
きんネットの各種個人向けオンラインサー
ビスについて、引き続き各種広報や年金事
務所へ来所されるお客様への操作説明や
リーフレットを活用した利用促進に取り組
んでまいります。

なお、今回の確定申告会場での新たな取り
組みは、試行実施の結果を参考に、翌年以
降の対応を検討する予定としています。

双方のメリット

国税局

・社会保険料控除証明書、公的年金等の
源泉徴収票の持参が無い者の確定申告手
続きの迅速化
・オンライン申告による事務の効率化

日本年
金機構

・ねんきんネットの利用促進
・社会保険料控除証明書、公的年金等の
源泉徴収票のペーパレス化による経費等
の節減

確定申告会場（イオンモール宮崎）でのねんきんネットの勧奨結果

年金事務所の

職員数

対応した

お客様の人数

うち登録した

お客様の人数

令和7年2月6日 7 27 16

令和7年2月12日 6 37 24

令和7年2月14日 6 32 28

令和7年2月19日 6 66 53

令和7年2月26日 5 38 35

計 30 200 156
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計画 実績 総括および課題

〇市町村職員向け研修の実施 市町村の国民年金事務担当者（初任者、窓口担当者）への研修を実
施しました。

・市町村の国民年金事務担当者への研修

市町村職員向けの研修は、市町村窓口での
お客様対応や法定受託事務等を正確かつ円
滑に行っていただくための知識確保の機会
として、大変重要なものと考えています。

引き続き市町村のニーズを踏まえながら研
修の更なる充実を図ってまいります。

10

管轄事務所 実施日 会場 内容 参加人数

宮崎 5月13日 宮崎年金事務所 事務担当者向け国民年金に関する制度、事務手続き 2名

宮崎 5月14日 宮崎年金事務所 事務担当者向け国民年金に関する制度、事務手続き 3名

都城 5月14日 都城年金事務所 国民年金制度全般および年金受給について 9名

都城 5月15日 都城年金事務所 国民年金制度全般および年金受給について 12名

延岡 5月21日 延岡年金事務所 初任者事務担当者向け国民年金に関する制度、事務手続き 8名

高鍋 5月29日 高鍋年金事務所 新任担当者向け国民年金・年金給付に係る事務手続き 5名

高鍋 6月5日 高鍋年金事務所 新任担当者向け国民年金・年金給付に係る事務手続き 5名

延岡 6月18日 延岡年金事務所 事務担当者向け国民年金に関する制度、事務手続き 7名

延岡 6月25日 延岡年金事務所 事務担当者向け国民年金に関する制度、事務手続き 4名

宮崎 11月14日 宮崎年金事務所 事務担当者向け障害年金 4名

宮崎 11月15日 宮崎年金事務所 事務担当者向け障害年金 3名

延岡 11月19日 延岡年金事務所 事務担当者向け免除制度、障害・遺族年金制度 10名

延岡 11月26日 延岡年金事務所 事務担当者向け免除制度、障害・遺族年金制度 4名

都城 12月19日 都城市役所 障害年金について 7名

高鍋 2月7日 高鍋年金事務所 担当者向け国民年金全般、未支給・障害年金に係る事務手続き 5名

高鍋 2月12日 高鍋年金事務所 担当者向け国民年金全般、未支給・障害年金に係る事務手続き 5名



計画 実績 総括および課題

〇企業等担当者向け説明会の実施

〇関係団体との協力連携による
公的年金制度の周知等

目標参加人数：672人

宮崎：316人

延岡：132人

都城：170人

高鍋： 54人

※目標参加人数の考え方

機構全体としての目標8.4万人（昨年度比

2千人増）を各年金事務所の適用事業所数
で按分したもの。

各年金事務所主催または県内の関係団体との協力連携により企業等担
当者向け説明会を以下のテーマ（厚生年金適用関係）により実施しま
した。

（主なテーマ）

☑ 算定事務講習会

☑ 短時間労働者適用拡大

☑ 育児休業に係る保険料免除等

☑ 事業所調査における指摘事項の多い事例

☑ オンライン事業所年金情報サービス

（参加人数）

2,548人（６月）
宮崎：1,049人、延岡：810人、都城：439人、高鍋250人

・年金事務所主催の説明会（算定基礎届事務講習会等）

企業担当者向け説明会（厚生年金適用関
係）については、重点取り組み事項として
令和６年度より目標参加人数を設定の上、
取り組むこととしたところですが、関係団
体のご協力もあり、参加人数は2,548人と
目標参加人数の672人を大きく上回り、広
く公的年制度の周知を行うことができまし
た。

引き続きより多くの方々に参加いただける
よう取り組んでまいります。

管轄事務所 実施日 会場 対象 参加人数

都城 6月13日 三股町文化会館 管内事業所 130名

延岡 6月14日 野口記念館 管内適用事業所（延岡地区） 70名

延岡 6月19日 日向市中央公民館 管内適用事業所（日向地区） 55名

都城 6月19日 小林文化会館 管内事業所 30名

宮崎 6月21日 宮崎市民文化ホール 管内適用事業所（宮崎地区） 156名

高鍋 6月21日 高鍋町美術館 管内適用事業所 47名

延岡 6月21日 高千穂町自然休養村管理
センター

管内適用事業所（高千穂地区） 10名

都城 6月21日 串間市中央公民館 管内事業所 10名

宮崎 6月27日 南郷ハートフルセンター
文化会館

管内適用事業所（日南地区） 29名
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計画 実績 総括および課題

・社会保険協会主催の新任社会保険事務担当者説明会

管轄事務所 開催地区 実施日 会 場 参加人数

宮崎 日南地区 5月8日 南郷ハートフルセンター生涯学習館 22名

高鍋 高鍋地区 5月9日 高鍋町中央公民館 21名

延岡 延岡地区 5月14日 延岡市社会教育センター 56名

宮崎 宮崎地区 5月16日 宮崎市民文化ホール 114名

延岡 延岡地区 5月17日 日向ひとものづくりセンター 37名

都城 都城地区 5月21日 小林文化会館 30名

都城 都城地区 5月22日 ウェルネス交流プラザ 80名

延岡 延岡地区 9月5日 高千穂町自然休養村管理センター 56名

延岡 延岡地区 9月6日 延岡市社会教育センター 230名

高鍋 高鍋地区 9月13日 高鍋町中央公民館 142名

宮崎 日南地区 9月17日 南郷ハートフルセンター生涯学習館 12名

延岡 延岡地区 9月18日 日向ひとものづくりセンター 180名

宮崎 宮崎地区 9月19日 宮崎市民文化ホール 598名

都城 都城地区 12月5日 ウェルネス交流プラザ 8名

宮崎 宮崎地区 12月6日 JA AZMホール 36名

12



計画 実績 総括および課題

・宮崎県社会保険労務士会主催の説明会

・宮崎県社会保険委員会主催の説明会

管轄事務所 支部等 実施日 会 場 参加人数

都城 都城支部 5月24日 未来創造ステーション 30名

延岡 延岡支部 5月31日 延岡労働局 26名

宮崎 宮崎支部 6月10日 宮崎県トラック協会 60名

13

管轄事務所 支部等 実施日 会 場 参加人数

宮崎 連合会 6月27日 ニューウェルシティ宮崎 15名

宮崎 宮崎地区 7月16日 ニューウェルシティ宮崎 7名

高鍋 高鍋地区 11月1日 高鍋商工会議所 8名

延岡 高千穂地区 11月7日 高千穂町自然休養村管理センター 10名

都城 都城地区 11月11日 都城市ウェルネス交流プラザ 65名

延岡 延岡地区 11月13日 延岡市社会教育センター 45名

延岡 日向地区 11月19日 日向市中央公民館 35名

都城 小林地区 11月21日 小林文化会館 39名

高鍋 高鍋地区 11月26日 高鍋町美術館 32名

都城 串間地区 11月27日 串間市中央公民館 17名

宮崎 日南地区 2月18日  日南テクノセンター 14名

都城 都城地区 2月28日 都城年金事務所 14名

宮崎 宮崎地区 3月5日  宮崎市民文化ホール 106名



計画 実績 総括および課題

〇その他説明会の実施

〇社会福祉協議会等を通じた
公的年金制度の周知・啓発
活動の実施

厚生年金適用関係のほか、以下のとおり各種説明会を実施し、年金給
付等の制度周知を行いました。

・その他説明会

社会福祉協議会等との協力・連携

（社会福祉協議会への協力依頼）

生活困窮者等の「低年金」および「無年金」を防止し、地域住民の
福祉の向上に貢献するため、宮崎県及び県内各市町村の社会福祉協
議会を訪問し、日本年金機構が実施する以下の取り組みへの協力依
頼を行いました。

・日本年金機構が実施する取り組み

①国民年金保険料の免除手続き等に関する広報
※社会福祉協議会や福祉関係機関への保険料免除制度のリーフレットの配布

②国民年金保険料の免除手続き等に関する説明・相談支援
※社会福祉協議会等で実施する事業など、対象となる被保険者や福祉関係者が集まる機会

を活用して実施

③生活困窮者等を支援する職員に対する説明会
※福祉関係機関の職員等に対する年金制度全般に係る研修の要請があった場合等に対応

協力依頼の結果、全ての社会福祉協議会か
らご了解をいただくことができました。

今後、各社会福祉協議会および関係機関と
ご相談の上、順次左記①から③の取り組み
を進めてまいります。

14

管轄事務所 実施日 会場 対象 参加人数

宮崎 6月28日 管内適用事業所
（説明会実施要請があり訪問）

管内適用事業所 17名

宮崎 9月25日
宮崎県社会保険労務士会
（オンライン）

宮崎県社会保険労務士会 84名

延岡 10月18日 延岡愛盲協会 延岡愛盲協会スタッフ 10名

延岡 10月31日 北部福祉こどもセンター 高齢者福祉協会 20名

宮崎 11月11月 宮崎県重症心身障害児（者）を守る会 宮崎県重症心身障害児（者）を守る会 3名



計画 実績 総括および課題

・協力依頼実施結果

県/市町村 管轄事務所 実施日 依頼先 協力結果①
（制度周知）

協力結果②
（説明・相談支援）

協力結果③
（支援職員への説明）

宮崎県 宮崎 8月5日 宮崎県社会福祉協議会 〇 〇 〇

宮崎市 宮崎 8月20日 宮崎市社会福祉協議会 〇 〇 〇

日南市 宮崎 8月13日 日南市社会福祉協議会 〇 〇 〇

国富町 宮崎 8月27日 国富町社会福祉協議会 〇 〇 〇

綾町 宮崎 8月27日 綾町社会福祉協議会 〇 〇 〇

延岡市 延岡 9月3日 延岡市綾町社会福祉協議会 〇 〇 〇

日向市 延岡 9月3日 日向市綾町社会福祉協議会 〇 〇 〇

門川町 延岡 9月3日 門川町綾町社会福祉協議会 〇 〇 〇

美郷町 延岡 9月3日 美郷町綾町社会福祉協議会 〇 〇 〇

諸塚村 延岡 8月28日 諸塚村綾町社会福祉協議会 〇 〇 〇

椎葉村 延岡 8月28日 椎葉村綾町社会福祉協議会 〇 〇 〇

高千穂町 延岡 8月21日 高千穂町綾町社会福祉協議会 〇 〇 〇

日之影町 延岡 8月28日 日之影町綾町社会福祉協議会 〇 〇 〇

五ヶ瀬町 延岡 9月17日 五ヶ瀬町綾町社会福祉協議会 〇 〇 〇

都城市 都城 9月3日 都城市社会福祉協議会 〇 〇 〇

小林市 都城 9月12日 小林市社会福祉協議会 〇 〇 〇

串間市 都城 9月5日 串間市社会福祉協議会 〇 〇 〇

えびの市 都城 9月12日 えびの市社会福祉協議会 〇 〇 〇

三股町 都城 9月3日 三股町社会福祉協議会 〇 〇 〇

高原町 都城 9月12日 高原町社会福祉協議会 〇 〇 〇

西都市 高鍋 9月12日 西都市社会福祉協議会 〇 〇 〇

高鍋町 高鍋 9月12日 高鍋町社会福祉協議会 〇 〇 〇

新富町 高鍋 9月12日 新富町社会福祉協議会 〇 〇 〇

西米良村 高鍋 9月24日 西米良村社会福祉協議会 〇 〇 〇

木城町 高鍋 9月24日 木城町社会福祉協議会 〇 〇 〇

川南町 高鍋 9月13日 川南町社会福祉協議会 〇 〇 〇

都農町 高鍋 9月13日 都農町社会福祉協議会 〇 〇 〇
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計画 実績 総括および課題

（関係機関への研修会・説明会の実施）

社会福祉協議会等関係機関の職員に対し、国民年金保険料免除制度等
の研修会、説明会を実施しました。

・社会福祉協議会等関係機関の職員への研修会、説明会

まだ一部の地区での実施にとどまりますが、
他の地区でも要請があれば積極的に対応し
てまいります。

16

管轄事務所 実施日 会場 対象 参加人数

宮崎 8月13日 日南市まなびピア 日南市油津地区民生委員児童委員協議会 12名

延岡 8月21日 高千穂町役場 高千穂町民生委員児童委員協議会 60名

宮崎 9月18日 宮崎市自立支援センター「これから」 宮崎市自立支援センター「これから」 12名

宮崎 9月27日 国富町総合福祉センター 東諸県郡民生委員児童委員協議会 65名

延岡 10月17日 門川町役場 門川町民生委員児童委員協議会 50名



計画 実績 総括および課題

〇年金セミナーの実施に向けた
県内教育関係機関・各種学校
への協力要請

宮崎県教育庁高校教育課および義務教育課、宮崎県総合政策部みや
ざき文化振興課、宮崎県私学振興会等の県内教育関係機関へ、年金
セミナー実施や「わたしと年金」エッセイ募集に向けた協力要請を
行うとともに、県内の各種学校あて年金セミナー実施に向けた文
書・訪問勧奨を実施しました。

また、年金セミナー実施に向けた勧奨のほか、県内の大学や専門学
校に対し、学生納付特例制度周知用のポスター掲示やリーフレット
設置の協力依頼も行いました。

・勧奨件数（４～３月） ※文書送付件数（再掲：うち訪問件数）

各学校への勧奨にあたっては、まず全対
象校に文書を送付し、反応のあった学校
および昨年度セミナーを実施できなかっ
た学校を中心に訪問による勧奨を行いま
した。

引き続き文書及び訪問勧奨を織り交ぜな
がら、効果的な勧奨に努めてまいります。

17

（２）年金セミナー事業

大学･短大 専門学校 高等学校 特別支援学校 計

宮崎 ８校（１校） ２３校（６校） ２２校（１９校） ０校（０校） ５３校（２６校）

延岡 １校（１校） ３校（０校） １２校 （７校） ０校（０校） １６校 （８校）

都城 １校（１校） １２校（０校） １４校（１０校） １校（０校） ２８校（１１校）

高鍋 ０校（０校） ４校（１校） ３校 （２校） ０校（０校） ７校 （３校）

合計 1０校（３校） ４２校（７校） ５１校（３８校） １校（０校） １０４校（４８校）



計画 実績 総括および課題

〇年金セミナーの実施

目標参加人数：1,180人

宮崎：590人

延岡：214人

都城：274人

高鍋：102人

※目標参加人数の考え方

機構全体としての目標17万人（昨年度比

1万人増）を各年金事務所の20歳到達者数
で按分したもの。

年金セミナーの開催要請があった学校に対し、実施方法や時間等に
ついて事前に打ち合わせの上、年金セミナーを実施しました。

なお、実施にあたっては、各学校のご要望にあわせて、いわゆる講
義形式だけでなく、ワークシート等を活用した参加型（対話型）形
式も取り入れながら実施しています。

・セミナー実施回数および参加人数（4～3月）

・参加型形式で使用するワークシート（例）

令和６年度より、年金セミナーについては、
目標参加人数を設定の上、取り組むことと
したところです。

令和６年度は、県内全事務所で目標参加人
数をクリアすることができました。

年金セミナーについては、各事務所で工夫
しながら取り組んでまいります。

大学･短大 専門学校 高等学校 特別支援学校 計 目標比

宮崎 1 校（2人） 7校（315人） 10校（749人） 1 校（30人） 19校（1,096人） ＋506人

延岡 0 校（0人） 0校 （0人） 6 校（574人） 0 校（0人） 6 校（574人） +360人

都城 0 校（0人） 4校（103人） 3 校（221人） 0 校（0人） 7 校（324人） +50人

高鍋 0 校（0人） 4校（220人） 0 校 （0人） 0 校（0人） 4 校（220人） +118人

合計 1 校（2人） 15校（638人） 19校（1,544人） 1 校（30人） 36 校（2,214人） ＋1,034人
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計画 実績 総括および課題

〇地域年金推進員の委嘱

対面によるセミナー実施のほか、各学校の授業時間や要望等にあわ
せて適宜使用できるよう様々な動画を日本年金機構ホームページに
掲載し、昨年度までのDVD送付に代えて、当該動画のURL等を記
載した動画視聴の案内文書を送付しました。

・動画URLの案内送付（再掲：うち動画視聴）件数（4～3月）

・年金セミナー用動画の内容

公的年金はみんなの強い味方（全３話） 知っておきたい年金のはなし

次代を担う若い世代（生徒）に対し公的年金制度の仕組みや基本理
念について正しい理解の普及を推進するため、教職員ＯＢ、現役の
教職員、学校との関係や生徒へ伝える能力があると拠点長が判断す
る者を「地域年金推進員」として委嘱し、個別学校訪問形式で年金
セミナー等の活動を行いました。

地域年金推進員によるセミナー実施件数： ６ 校（４～3月）

地域年金推進員による訪問勧奨実施件数：３４校（４～3月）

今後も対面による年金セミナーの実施、年
金セミナー用動画視聴のご案内を併用して
引き続き若年層の方々への制度周知に取り
組んでまいります。

QuizKnockによる年金クイズ動画

年金セミナーの活性化のためには、地域年
金推進員の協力が極めて重要であるため、
引き続き、連携を強化してまいります。

なお、宮崎県では現在１名を委嘱して活動
を実施していますが、もう１名の委嘱につ
いても検討しています。
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大学･短大 専門学校 高等学校 特別支援学校 計

宮崎 １校（０校） １４校（０校） ２２校（０校） ０校（０校） ３７校（０校）

延岡 １校（０校） ３校（０校） １２校（０校） ０校（０校） １６校（０校）

都城 １校（０校） １２校（０校） １４校（０校） ０校（０校） ２７校（０校）

高鍋 ０校（０校） １校（１校） ０校（０校） ０校（０校） １校（１校）

合計 ３校（０校） ３０校（１校） ４８校（０校） ０校（０校） ８１校（１校）



【参考１】年金セミナー開催校（４～3月）

管轄 実施日 区分 対象校 講師 参加人数

宮崎 6月26日 専門学校 宮崎リハビリテーション学院 機構職員 35名

宮崎 7月4日 高等学校 日南学園高等学校 機構職員 125名

宮崎 7月31日 専門学校 宮崎ユニバーサル・カレッジ 機構職員 57名

都城 9月25日 専門学校 豊心福祉学園 機構職員 14名

都城 9月30日 専門学校 小林看護医療専門学校 機構職員 29名

地域年金推進員

機構職員

宮崎 11月18日 専門学校 大原簿記公務員専門学校 機構職員 67名

宮崎 11月26日 大学・短大 宮崎公立大学 機構職員 2名

宮崎 12月9日 専門学校 宮崎ペットワールド専門学校 機構職員 59名

宮崎 12月13日 高等学校 宮崎日本大学高等学校 地域年金推進員 242名

延岡 12月13日 高等学校 宮崎県立富島高等学校 機構職員 30名

延岡 12月17日 高等学校 延岡学園高等学校 機構職員 195名

宮崎 12月24日 専門学校 フィオーレKOGA看護専門学校 機構職員 44名

高鍋 12月25日 専門学校 児湯准看護学校 地域年金推進員 30名

宮崎 1月9日 専門学校 日南看護専門学校（２年生） 機構職員 30名

宮崎 1月14日 高等学校 宮崎県立宮崎東高等学校定時制（昼の部） 機構職員 17名

宮崎 10月22日 高等学校 鵬翔高等学校（看護専攻科） 60名

20
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管轄 実施日 区分 対象校 講師 参加人数

宮崎 1月15日 高等学校 クラーク記念国際高等学校 機構職員 23名

都城 1月15日 高等学校 都城東高等学校看護専攻科 機構職員 16名

宮崎 1月22日 高等学校 宮崎県立宮崎東高等学校定時制（夜間の部） 動画視聴 13名

延岡 1月29日 高等学校 宮崎県立星雲高等学校 機構職員 72名

延岡 1月30日 高等学校 宮崎県立延岡工業高等学校 機構職員 101名

延岡 1月31日 高等学校 宮崎県立延岡青朋高等学校 機構職員 15名

延岡 2月7日 高等学校 宮崎県立延岡高等学校 機構職員 161名

高鍋 2月10日 専門学校 宮崎県立農業大学校 機構職員 58名

都城 2月13日 高等学校 宮崎県立小林秀峰高等学校 機構職員 157名

宮崎 2月14日 高等学校 宮崎県立宮崎北高等学校 地域年金推進員 107名

宮崎 2月17日 高等学校 宮崎県立本庄高等学校 機構職員 81名

都城 2月19日 専門学校 都城看護専門学校 機構職員 26名

宮崎 2月20日 高等学校 鵬翔高等学校看護専攻科 地域年金推進員 40名

都城 2月20日 高等学校 福島高等学校 機構職員 48名

高鍋 2月25日 専門学校 宮崎県立産業技術専門学校 機構職員 95名

宮崎 2月26日 高等学校 宮崎県立宮崎海洋高等学校 機構職員 41名

高鍋 2月26日 専門学校 宮崎医療福祉専門学校 機構職員 37名

宮崎 3月4日 専門学校 日南看護専門学校（１年生） 機構職員 23名

都城 3月5日 専門学校 藤元メディカルシステム附属医療専門学校 機構職員 34名



※【回答数】2,083名（大学 2名、高校 1,443名、専門学校 638名）

【参考２】年金セミナー実施後アンケート集計結果（４～3月）

2242.9% から、セミナー後は 87.4% になりました。

選択肢
 １．とても良い

回答
880件 

 ２．まあ良い
 ３．どちらとも言えない
 ４．あまり良くない
 ５．悪い 13件 

3件 

選択肢
1．年金制度は複雑で難しい

と感じたから

回答

940件 
221件 

107件 

　４．年金セミナーの内容に

　　関心を得られなかったから 22件 

　２．自分に年金の必要性を

　　感じなかったから

　３．将来、自分が年金を

　　もらえると思えなかったから

20件 

65件 

○セミナー後

362件  １．とても良い

26件 

 無回答

選択肢

『まあ良い』以上の評価は、セミナー前の

※セミナー後も「３．どちらとも言えない」「４．あまり良くない」「５．悪い」を選択された方

 無回答

回答

　５．その他 20件 

 ３．どちらとも言えない
 ４．あまり良くない
 ５．悪い

○セミナー前

531件 
901件 
235件 
53件 
1件 

１．年金のイメージ

 ２．まあ良い

42.2%

17.4%

45.1%

25.5%

10.6%

43.3%

1.2%

11.3%

2.5%

１．とても良い ２．まあ良い ３．どちらとも言えない ４．あまり良くない ５．悪い 無回答

セミナー前

セミナー後

8.5%

9.4%

27.8%

8.5%

45.7%

５．その他

４．年金セミナーの内容に関心を得られなかったから

３．将来、自分が年金をもらえると思えなかったから

２．自分に年金の必要性を感じなかったから

1．年金制度は複雑で難しいと感じたから
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２．講義について

選択肢

769件 

244件 

長い

短い

無回答

41件 

4件 

5件 

分かりにくい

○資料の内容

回答

990件 

774件 

266件 

18件 

回答

1,000件 

無回答

分かりにくい

9件 

22件 

無回答

○説明時間の長さ

回答

375件 

1,663件 ちょうど良い

とても分かりやすい

分かりやすい

43件 

○講師（動画）の説明

とても分かりやすい

分かりやすい

普通

少し分かりにくい

選択肢選択肢

普通

少し分かりにくい 26件 

18.0% 79.8% 2.0%

１．長い ２．ちょうど良い ３．短い 無回答

48%

37%

13%

1%
1%

0% １．とても分かりやすい

２．分かりやすい

３．普通

４．すこし分かりにくい

５．分かりにくい

無回答 48%

37%

12%

2% 1%
0% １．とても分かりやすい

２．分かりやすい

３．普通

４．すこし分かりにくい

５．分かりにくい

無回答
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「あり」の場合（複数回答）

その他の主な内容

回答

34件 

28件 

29件 

選択肢 回答

２階建て構造

老齢年金

○詳しく説明してほしい内容の有無

あり

選択肢

世代と世代の支えあい

障害年金

230件 

無回答

遺族年金

特になし 1,816件 

公的年金は破綻しない

保険料の免除制度

38件 

61件 

37件 

20件 

保険料負担と給付

24件 

36件 

その他

無回答

  イデコやNISA、資産運用が主流になってきている時代に、それよりも基礎年金などの方がいいのか。

　年金とその他制度の効果の高い組み方。

　老齢年金が必要ないから、それ以外をもらえる方法。

  厚生年金の給付の方法（一括受給できるのか）

  特例免除について

  厚生年金の半分を会社が負担しているしくみ。

　海外にいる場合

　障害年金は2/3の加入（納付要件）が必要だが、未成年で障害を負った場合はどうなるのか？

　私たちが年金をもらう世代になった時は、今より少子化となっていると思いますが、年金はもらえるんでしょうか。

63件 

73件 

87%

11%

2%

１．特になし

２．あり

無回答

8.9%

5.9%

18.0%

15.5%

15.0%

9.4%

7.1%

6.9%

4.9%

8.4%

無回答

９．その他

８．免除制度

７．破たんしない

６．負担と給付

５．遺族

４．障害

３．老齢

２．２階建て構造

１．世代と世代の支えあい
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39件 

無回答 0件 

理解できなかった 理解できなかった 57件 

無回答 0件 

2,000件 理解できた

○３種類の給付制度

0件 

2,028件 

33件 

回答選択肢

理解できた

理解できなかった

無回答

選択肢

2,023件 

選択肢

理解できた

○世代と世代の支え合い

理解できた 2,020件 

理解できなかった 39件 

無回答 0件 

回答 選択肢 回答

３．年金制度の理解度

回答

○保険料の納付は国民の義務○２０歳になったら国民年金に加入

98%

2% 0%

１．理解できた

２．理解できなかった

無回答

98%

2% 0%

１．理解できた

２．理解できなかった

無回答

98%

2%

１．理解できた

２．理解できなかった

無回答

97%

2.8%

１．理解できた

２．理解できなかった

無回答
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「必要」の場合（複数回答）

　その他の主な内容

「必要でない」の場合（複数回答）

　その他の主な内容

1件 

その他 11件 

 今の自分との関わりが深いため。

 病気や老後等、自分の必要なお金は各

自で貯金したり用意すべきと思う。

　全く必要ない訳ではないが、若い時期の

方が有意義にお金を使えるのでは？

　投資に回す。もとが取れるほど長生きし

なさそう。そもそも生活保護のほうが現状

豊かな制度だから。

　年金に使うなら積み立てして回しても

らった方が、利益が生まれるから。

量が多い。

国の制度なので安心 314件 

その他 37件 

選択肢 回答

貯金で十分 37件 

子供に面倒みてもらう 2件 

老後生活を支える 1,510件 

万が一のため 1,329件 

世代と世代の支え合い 309件 

国民の義務 374件 

民間の生命保険

老後も働く 11件 

選択肢 回答

４．年金制度の必要性

選択肢 回答

必要である 1,903件 

必要ない 95件 

無回答

将来の年金が不安 54件 

3件 

95%

5%

１．必要である

２．必要でない

無回答

1.0%

8.1%

9.7%

8.0%

34.3%

39.0%

６．その他

５．国の制度なので安心

４．国民の義務

３．世代と世代の支え合い

２．万が一のため

１．老後生活を支える

9.5%

0.9%

9.5%

46.6%

1.7%

31.9%

６．その他

５．民間の生命保険

４．老後も働く

３．将来の年金が不安

２．子供に面倒みてもらう

１．貯金で十分



計画 実績 総括および課題

〇出張年金相談の実施
（市区町村、関係機関等）

年金事務所から遠隔地となる市町村において、以下のとおり
出張年金相談を実施しました。

・出張年金相談実施回数（4～3月）

今後も住民ニーズを踏まえつつ引き続き市
町村や関係機関と連携しながら実施してま
いります。
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（３）地域相談事業

管轄事務所 実施予定 市区町村 会場 回数（回） 相談人数

宮崎 毎月 日南市 日南市役所 12回 85名

延岡 毎月 日向市 中央公民館（11月は日向市役所） 12回 115名

〃 毎月 高千穂町 高千穂町役場 12回 97名

都城 毎月 串間市 串間市役所 12回 54名

〃 毎月 小林市 小林市役所 12回 98名

〃 毎月 えびの市 えびの市役所 12回 69名

高鍋 毎月 西都市 西都市役所 12回 41名

〃 年２回 西米良村 西米良村役場 2回 9名

合計 - 8市町村 - 86回 568名



計画 実績 総括および課題

〇ハローワーク説明会での
国民年金手続き等の周知

宮崎県内の主要なハローワークの雇用保険受給者説明会に赴き、国
民年金手続き等の周知を実施しました。

その他のハローワークに対しては、国民年金手続きに関する届書、
リーフレット等の設置や窓口での配布依頼を行いました。

・ハローワークにおける国民年金手続き等の説明会実施回数

※１日に複数回実施あり。（朝、午前、午後、夕方の最大４回）

令和６年度は、下記３か所すべてのハロー
ワークにおいて、年度当初の４月から説明
会での周知を実施できたことから、参加人
数は昨年度１年間の実績を上回る結果とな
りました。

［参加人数］

令和５年度（4～3月） 5,855名

令和６年度（4～3月） 7,547名

また、その他のハローワークにおいても可
能な限りの制度周知を行うことができまし
た。

今後も継続して取り組み、国民年金手続き
等の周知を図ってまいります。

管轄事務所 実施月 会 場 実施回数 参加人数

宮崎 4～3月 ハローワーク宮崎
109回

（※）
5,010名

延岡 4～3月 ハローワーク延岡 45回 1,355名

都城 4～3月 ハローワーク都城 48回 1,182名

合計 4～3月 - 202回 7,547名
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計画 実績 総括および課題

〇教育機関等での
相談・受付窓口の開設

昨年度に続き、若年層への国民年金保険料収納対策として、宮崎市
内の７大学へ協力要請を行い、毎月１回各大学へお伺いし、学生の
皆さんへの国民年金制度の周知、国民年金保険料の納付相談や学生
納付特例申請の手続きの説明・申請書受理を行いました。

実施に当たっては、大学側から全学生への相談・受付窓口開設日の
周知メールの一斉送信や学内への案内板設置等、多大なるご協力を
いただいています。

また、一部の大学については、保護者あての送付物に告知文書を同
封いただいています。

・宮崎市内７大学の相談・受付窓口開設状況（R6.4～R7.3月）

宮崎県内とりわけ宮崎年金事務所管内の
20歳到達者に係る国民年金保険料納付率
は全国と比較して低い傾向にあり、国民年
金保険料納付率向上に向けた対策の中でも
若年層対策は喫緊の課題となっています。

今後も継続して実施することで、国民年金
保険料納付率の底上げを図ってまいります。

大学名 訪問日 国民年金加入対象者
※学生数からの推計による参考値

学生納付特例申請

受付件数（～3月）

1 宮崎大学 毎月、第３火曜日
推計4,400人

（20歳～24歳）
240件

2 宮崎国際大学 毎月、第1水曜日
推計430人

(20歳～24歳)
27件

3 宮崎学園短期大学 毎月、第１水曜日
推計200人

(20歳)
35件

4 南九州大学
（※短期大学部含む）

毎月、第２火曜日
推計800人

(20歳～22歳)
9件

５ 宮崎産業経営大学 毎月、第２木曜日
推計750人

(20歳～22歳)  
0件

６ 宮崎公立大学 毎月、第４木曜日
推計350人

(20歳～22歳)
125件

７ 宮崎県立看護大学 毎月、第３水曜日
推計700人

(20歳～22歳)
24件

29



計画 実績 総括および課題

〇年金委員への情報提供 地域型年金委員へ情報誌「なごみ🌸便り」を偶数月に隔月で送付し、
情報提供を行いました。

・「なごみ🌸便り」各号の主なトピックス

また、日本年金機構ホームページに設置している「年金委員ペー
ジ」から年金委員の活動に必要なトピックスの発信を毎月行いまし
た。

［主な掲載内容］

・年金委員Topicsおよび年金委員活動レポート

・年金制度説明会および年金委員研修資料・関係届書

今後も引き続き、時期にあわせた内容をお
届けできるよう、各種情報提供につとめて
まいります。

（４）年金委員活動支援事業

ナンバー 送付月 トピックス（抜粋）

・令和６年度の国民年金保険料

・短時間労働者の適用拡大

・令和６年度の老齢基礎年金の年金額

・在職老齢年金にかかる支給停止額の基準が変更になりました

・電子申請可能な届書が増えました

・「わたしと年金」エッセイを募集しています

・国民年金保険料免除・納付猶予申請の更新時期となりました

・老齢年金請求書の電子申請がスタートしました

・年金に関する動画を閲覧できるページを新設しました

・令和７年分扶養親族等申告書の提出について

・在職老齢年金を受けている方の年金額改定

・国民年金保険料の「納付書によらない納付」の利用を再開しました

・令和６年分社会保険料（国民年金保険料）控除証明書を発行しました

・国民年金保険料のスマートフォン決済にAEON Payが追加されました

・年金委員功労者表彰式が開催されました

・国民年金保険料の納付率

・「お客様の声」に基づき改善を行った事例

・耳の不自由な方への年金相談のご案内

第45号 １０月

第46号 １２月

第47号 ２月

第42号 ４月

第43号 ６月

第44号 ８月
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計画 実績 総括および課題

〇年金委員研修の実施 全国年金委員研修を東京参集による集合形式および各年金事務所参
集によるオンライン形式（日本年金機構のテレビ会議システムを
使用）により開催しました。

宮崎県からは地域型年金委員１名（宮崎管轄）の方に東京での研修
を受講していただきました。

・全国年金委員研修（令和６年11月11日（月）14:00～16:30）

全国年金委員研修のほか、以下の研修を実施しました。

・地域における年金委員研修

年金委員の活動は、職場や地域における制
度周知・理解に欠かせないことから、各種
情報提供や研修の実施等により、今後も
しっかりとその活動をサポートしてまいり
ます。

管轄事務所 場所 内容 参加人数
（地域型） （職域型）

宮崎 東京参集＋オンライン

・各都道府県の代表者は東京へ参集
（宮崎県からは地域型年金委員１名が参加）

・その他の年金委員は各年金事務所へ参集し、
日本年金機構のテレビ会議システムにより視聴

・年金制度改正について
・被用者保険の適用拡大
・オンラインサービスの推進
・国民年金に係る制度周知
・在職老齢年金
・扶養親族等申告書の電子申請

１名 ２名

延岡 ２名 ０名

都城 ４名 ３名

高鍋 ０名 ３名
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管轄事務所 実施日 対象者 会場 内容 参加人数

 宮崎年金事務所 ・国民年金基金の制度概要

（県内各年金事務所へTV配信） ・県内の公的年金の動向

・事業所向けオンラインサービス

・ねんきんネット

 宮崎年金事務所 ・老齢年金の繰上げ・繰下げ

（県内各年金事務所へTV配信） ・国民年金保険料免除制度
県内合同 11月14日 地域型年金委員

２７名

県内合同 6月7日 地域型年金委員
２６名

都城 9月20日 職域型年金委員  ＭＪホール
７名



計画 実績 総括および課題

〇年金委員委嘱数拡大 年金委員の推薦・委嘱について、被保険者50人以上の事業所、
市町村職員OBや民生委員等への協力依頼を行いました。

結果として、地域型については、新規で9名の委嘱を行うことができ
ましたが、辞退4名、任期満了36名により昨年度末の委嘱数からは
31名のマイナスとなりました。

職域型については、昨年度末の委嘱数から15名のマイナスとなりま
した。

・宮崎県における委嘱数の推移

[地域型年金委員]

地域型年金委員については、もともと高齢
の委員が多く、３年間の任期満了を機に高
齢を理由として継続を辞退する方が相次ぎ
委嘱数は昨年度以降減少傾向にあります。

しかしながら、昨年度からは日本年金機構
全体の方針として、委嘱拡大対象を市町村
職員OBや民生委員等に絞り、誰を委嘱す
るかを重視して取り組んでおり、同方針に
従い新規で9名の委嘱を行うことができま
した。

なお、地域型年金委員連絡会への出席人数
は昨年度以降も減少しておらず、一定数を
維持できているところです。

[職域型年金委員]

職域型年金委員については、令和４年10
月以降、令和6年10月からの短時間労働者
の適用拡大に向け、制度改正の対象となる
被保険者50人以上の事業所を対象に勧奨
を行ってきました。引き続き、被保険者人
数に関わらず50人未満事業所も含めて取
り組んでまいります。
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[地域型年金委員]

128名 126名

令和2年度末 令和3年度末

137名

令和4年度末

▲31

113名

令和5年度末

新規委嘱＋9
辞 退▲4

任期満了▲36

82名

令和６年度末
（令和7年３月末）

2,164名
2,237名

令和2年度末 令和3年度末

[職域型年金委員]

令和4年度末

2,328名

2,352名

令和5年度末

2,337名

令和6年度末
（令和7年3月末）

▲15



計画 実績 総括および課題

〇地域型年金委員連絡会の開催
（半期に１回）

宮崎県内の地域型年金委員および年金事務所職員によって構成され
る「宮崎県地域型年金委員連絡会・地区連絡会」を開催し、制度改
正事項の研修や、地域型年金委員の活動内容についての協議、意見
交換を行いました。

【参考】宮崎県地域型年金委員連絡会・地区連絡会の構成

今後も定期的に開催し、地域型年金委員相
互の情報共有を図り、年金委員活動を組織
的に活性化させてまいります。
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実施時期 実施日 地域型年金委員出席人数 主な議題

上期 6月7日
２６名

（宮崎11名、延岡7名、都城6名、高鍋2名）

令和６年度の取り組み方針

研修会

・国民年金基金の制度概要
・県内の公的年金の動向

下期 11月14日
２７名

（宮崎7名、延岡12名、都城6名、高鍋2名）

上期の取り組み結果および下期の途中経過報

告研修会

・老齢年金の繰上げ・繰下げ
・国民年金保険料免除制度



計画 実績 総括および課題

〇公的年金制度の啓発活動

〇「年金の日」年金相談等の実施

11月の「ねんきん月間」中、日本年金機構公式X（旧Twitter）にて、
「知っておきたい年金のはなし」と題して、公的年金制度や手続き
をわかりやすく案内し、機構ホームページの詳細説明ページや厚生
労働省YouTubeへの誘導を行いました。

また、日本年金機構ホームページに「ねんきん月間」特設ページを
設置し、若年世代をターゲットに、わかりやすく年金制度を学べる
よう、既存の年金制度説明動画等の案内を行いました。

令和６年度の年金の日（11月30日（土））においては、全国の年金
事務所を開所し年金相談等を実施しました。

・11月30日（土）の相談人数

「ねんきん月間」は国民の皆さまに、公的
年金制度を身近に感じ、理解を深めていた
だく機会です。

令和７年度もこの機会を活かして、公的年
金制度の周知・啓発に継続して取り組んで
まいります。
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（５）「ねんきん月間」および「年金の日」

年金相談
その他の取り組み

（ねんきんネット操作説明会） （国民年金保険料納付相談会）

宮崎 ５名 ８名 4名

延岡 ５名 － 4名

都城 ５名 － －

高鍋 ５名 － 1名



計画 実績 総括および課題

〇「わたしと年金」エッセイ
の募集

〇年金委員表彰

11月の「ねんきん月間」にあわせ、公的年金の大切さや意義を一緒
に考えていくため、６月から９月にかけて中学生以上の生徒・学
生・一般の方々を対象に、ご自身やご家族などの身近な方と公的年
金制度とのかかわり ＝「わたしと年金」をテーマとしたエッセイの
募集を行いました。

全国健康保険協会との共催により、
「令和６年度 年金委員・健康保険委員功労者表彰式」を開催しま
した。

日時：令和6年11月8日（金）14時～15時

場所：ニューウェルシティ宮崎２階 霧島の間

（年金委員表彰者数）

厚生労働大臣表彰 １名

日本年金機構理事長表彰 2名、 日本年金機構理事表彰 1名

令和６年度は全国から1,489件の応募があ
りましたが、残念ながら宮崎県内からの応
募はありませんでした。
（※九州では福岡県、熊本県、大分県のみ応募あり）

令和７年度は宮崎県内からも応募いただけ
るよう、年金セミナー実施校を中心に各学
校への協力要請や入賞作品集の送付など広
報活動を実施してまいります。
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計画 実績 総括および課題

〇地域年金事業運営調整会議
の開催（年２回）

令和６年度地域年金事業運営調整会議を以下のとおり対面により開
催しました。

委員の皆さまの貴重なご意見をしっかりと
事業に活かせるよう引き続き取り組んでま
いります。

※前回会議でのご意見と対応状況については
次頁を参照

（６）地域年金事業運営調整会議

会議 実施日 主な議題 参考資料

令和６年度
第１回

8月1日 令和５年度事業実施結果の報告
令和６年度事業計画

令和５年度における主な事業の取り組み状況（全国）

令和６年度
第２回

2月7日 令和６年度事業実施結果中間報告
令和７年度事業計画（案）

「わたしと年金」エッセイ 入賞作品
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【前回会議でのご意見と対応状況】

対応

（令和６年度第2回・令和7年2月7日）

年金セミナー事業におけるセミナー実施後のアンケートについて、年金のイメージがセミナー実

施前に比べセミナー実施後は上がっているが、セミナーを聞いてイメージが上がった理由はどう

いったものがあるか。また、年金制度の理解度として、国民年金加入の理解度が98％、保険料の

納付義務が97％となっているが、このことが実際の加入率や納付率にどう影響がでているのか、

傾向としてどういったものがあるか教えていただきたい。

（令和7年8月７日回答）

学生は年金というと老齢年金のことをイメージします。障害年金や遺族年金については、セミ

ナーで始めて聞いた人も少なくありません。特に、年金の保険料を納付あるいは免除すること

で、障害年金や遺族年金も受給することができるためイメージも良くなっていると思われます。

２０歳の納付率は宮崎県の場合、全国と比較しても厳しいものがありますが、年金事務所では若

年者に対する制度周知および収納対策強化も実施していますので、納付率も上がってきていま

す。なお、宮崎年金事務所では大学での納付相談会を実施しており、学生の納付率向上に努めて

います。

（令和６年度第2回・令和7年2月7日）

社会福祉協議会との協力連携とありますが、取り組みとして宮崎県だけの取り組みなのか全国的

なものなのかご教示いただきたい。また、社会福祉協議会の説明において、今後期待できると

いったものがあれば教えていただきたい。

（令和７年8月７日回答）

社会福祉協議会との協力連携の事業については、県独自ではなく全国的な展開となっています。

また、生活困窮者を対象に活動されている社会福祉協議会等の職員に対し、窓口での国民年金保

険料の免除制度周知ということで説明会を実施しております。特に、説明会では窓口職員の方が

生活困窮者への説明の中で国民年金保険料を未納にしたままだと、将来、障害年金や遺族年金が

受給できなかったり、老齢年金にも影響がでること等を具体的に説明しており、今後の事業実績

向上にも十分期待できるものと考えております。

（令和６年度第2回・令和7年2月7日） （令和７年8月７日回答）

職域型年金委員については短時間労働者の適用拡大等もあり、年金委員の委嘱数も増えてきてい

る。一方で年金委員がすでに職場を退職していたり、事業所が全喪していたりといった事例もあ

り、把握が困難な部分もある。地域型についてはさまざまな取り組みの記載があるが、職域型年

金委員についての把握方法などはどのようにされているかお聞きしたい。

地域型年金委員は任期が３年のため、更新のときに継続意思の確認等で状況を把握しておりま

す。職域型年金委員については任期がないため、過去に登録されていた方で既に退職していると

の情報も入ってくる事例もあります。そこで最近では職域型年金委員に案内文書を送付する場合

は必ず職域型年金委員〇〇様という形で、固有名詞を入れて案内しております。実際に文書を送

付すると、既にこの職員は辞めてますといった反応もあり、そういったところで名簿の整理や後

任者の推薦等も行っていただいているところです。定期的に状況を把握し名簿の整理も行ってい

きたいと考えています。

（令和６年度第2回・令和7年2月7日） （令和７年8月７日回答）

最近、学校の授業でもタブレットを使用するなど、電子版の授業等も実施していると聞いてい

る。学校側でもさまざまな工夫を行っているが、年金事務所では年金セミナー実施において、ど

のような工夫がされているのか。

最近では、より多くの生徒さんが積極的に参加していただくために、ホワイトボードや黒板を利

用して質問形式でセミナーを実施することもあります。また、時間に余裕があれば参加型のセミ

ナーとして、生徒さん本人に将来の生活設計を考えていただき、その中で年金の重要性を意識し

ていただくようにするなど、工夫しながら実施しています。

5

ご意見

1

2

3

4
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３．令和７年度事業計画
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全国の年金事務所は、地域、教育、企業の中での年金制度に対する理解をより深め、制度加入や保険料納付に
結びつけるため、地域年金展開事業に取り組んでいるところです。

令和７年度については、制度改正を含む公的年金制度の理解を一層深めるため、教育関係機関や企業等にお
ける年金セミナーおよび年金制度説明会を実施いたします。また、結果を検証し、実施内容の充実を図るこ
とで、参加者の一層の拡大を図ることとします。

【重点取り組み内容】

１．若年層への制度周知

年金セミナー（20歳到達者向け説明会を含む）の実施により若年層への制度周知を図る。

⇒ 目標参加人数：1,250人（宮崎：625人、延岡：227人、都城：290人、高鍋：108人）

２．企業担当者向けの制度周知

企業担当者（職域型年金委員を含む）向け年金制度説明会を以下のテーマにより実施する。

☑ 算定基礎事務に関するもの

☑ 短時間労働者適用拡大に関するもの

☑ 育児休業に係る保険料免除等に関するもの

☑ 事業所調査における指摘事項の多い事例手続き等に関するもの

☑ 外国人を雇用する企業および支援団体等を対象としたもの

☑ オンラインサービスに関するもの

⇒ 目標参加人数：881人（宮崎：414人、延岡： 173人、都城：223人、高鍋：71人）

３．年金委員活動の活性化

年金委員活動に必要な情報提供を実施するとともに年金委員の委嘱拡大を図る。また、オンラインサービスおよび外

国人対策に関する内容を組み入れた研修を実施する。

令和７年度 重点取り組み内容
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（１）地域連携事業

正しい年金制度の知識や手続き、制度改正等の情報等を地域において周知することは、地域年金展開事業の核と
なる重要な取り組みであるため、市町村、自治会、事業所、関係団体（年金協会、社会保険労務士会、社会保険
委員会、社会保険協会等）等と連携し、地域に根付いた情報提供活動を積極的に実施する。

１．チラシ・ポスター等の配布および掲示

・地域住民の身近な窓口である市役所や町役場を中心に、関係機関や関係団体の窓口にポスターや
リーフレットを設置。

・地域住民や会員の情報収集ツールである市報や会報等に年金制度や出張年金相談に関する記事を掲載。

・市区町村担当職員向け情報誌「かけはし」を配布。

２．年金制度説明会

・自治体等関係機関（団体）との協力連携を図り、年金制度説明会を実施。

３．地域年金事業運営調整会議の参画機関等との連携による周知・啓発

４．関係団体との協力連携による公的年金制度の周知等

・自治会、町内会、社会福祉協議会等を通じての公的年金制度の周知・啓発活動を実施。

・関係団体の職（会）員への研修や商工会議所等のシニアプラン説明会等を実施し、協力・連携体制を強化。
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（２）年金セミナー事業

年金セミナー事業は、学生・生徒等の若年層に対して、年金制度の正しい知識や手続きを理解していただき、
年金制度が身近で重要なものであることを学んでいただくための地域年金展開事業の核となる重要な取り組み
であるため、更なる拡充に向けて積極的に取り組む。

また、引き続き若手職員を中心とした講師の育成を進めるとともに、受講者に応じた教材の見直しを進め、更
なる充実を図る。

１．年金セミナー実施に向けたアプローチ

・職員が大学・専門学校・高校等に出向き、年金セミナーの実施や「わたしと年金」エッセイ募集の要請を
積極的に行う。

・県教育委員会や県立・私立高等学校長会および県中学校長会等に対し、学校現場での年金セミナー実施や
「わたしと年金」エッセイ募集に関する通知の発出等の協力依頼を行う。

２．年金セミナーの実施および充実化

・地域年金推進員を委嘱・活用し、次世代を担う生徒に対し、公的年金制度の仕組みや基本理念、正しい理
解の普及を推進するため、個別学校訪問形式による年金セミナーを開催する。

・年金セミナー実施後のアンケート結果や先生方のご意見等および学校側からの要請に基づき、実施形式を
工夫する。（実施にあたり、教材やワークショップ形式等開催形式を工夫。）

・大学で実施した場合、可能な限り学生納付特例申請書の受付を行う。

３．大学や専門学校の窓口へのリーフレット等の設置

学生の身近な窓口である大学や専門学校の窓口にポスターやリーフレットを設置する。
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（３）地域相談事業

各年金事務所が主体となり、市役所・町村役場、自治会、大学、事業所、ハローワーク、ジョブカフェ、
商業施設等において出張年金相談（学生納付特例申請窓口、免除申請窓口含む）を実施する。

１．自治体（市町村）

年金事務所より遠隔地の市町村に赴き、年金制度説明会や出張年金相談を実施。

２．労働局関係等（ハローワーク）

ハローワークの雇用保険受給者説明会で国民年金手続き等の周知を実施。

３．企業・団体等

事業所等に赴き、年金制度説明会を実施。

４．民間施設等（公共施設並びに商業施設）

ねんきん月間、年金の日（11月30日）にあわせて年金事務所や大規模商業施設での年金相談会を実施。

５．教育機関等（大学、専門学校）

大学等に赴き、主に学生納付特例制度にかかる相談・受付窓口を開設。

６．社会福祉施設等（特別支援学校、養護施設）

特別支援学校や養護施設等に赴き、職員や保護者に対し障害年金等を含めた年金制度説明会を実施。

７．街角の年金相談センター宮崎（オフィス）の周知
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（４）年金委員活動の活性化・委嘱拡大

年金委員活動の活性化とその委嘱拡大を最重要課題と位置づけ、定期連絡会や年金委員研修等による情報発信
の充実を図り、年金委員の活動に必要な情報提供を十分に行うとともに、委嘱拡大に努める。

１．定期的な研修会・意見交換会の実施

・厚生労働省大臣官房年金管理審議官通知に基づき、制度改正事項、重点協力依頼事項を中心とした研修
および意見交換会を実施する。

・地域型年金委員連絡会を半期に１回開催し、地域型年金委員の組織的活動の活性化を図る。

２．年金委員への情報提供および制度周知等への協力依頼

・「年金委員活動の手引き」や「なごみ便り」（地域型のみ）を送付し活動を支援する。

・啓発資料（「アニュアルレポート」「退職後の年金手続きガイド」等）を送付するなど、積極的に
情報提供を行う。

・日本年金機構ホームページ（年金委員のページ）を充実させる。

・職域型年金委員による企業内での制度周知を依頼する。

・地域型年金委員による地域住民へのチラシ配布等による制度周知と情報提供を依頼する。

３．委嘱数拡大に向けた取り組み

・関係団体との連携・協力により事業所への研修会での年金制度説明とあわせて年金委員制度の周知を図る。

・年金委員未設置事業所（主に被保険者50名以上の事業所）へ推薦依頼文書を送付し、職域型年金委員の委
嘱拡大を図る。

・地域型年金委員については、高齢者や生活困窮者、若年者への幅広い周知・啓発等の年金委員活動を展開
するため、市区町村関係や教育機関職員（OB含む）の新規委嘱に取り組む。
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（５）「ねんきん月間」および「年金の日」における取り組み

（６）地域年金事業運営調整会議

11月の「ねんきん月間」や11月30日（いいみらい）の「年金の日」において、各年金事務所が創意工夫し、
公的年金制度の普及・啓発活動および国民年金保険料収納対策を積極的に実施する。

１．年金委員功労者表彰式の開催

２．各年金事務所における公的年金制度の普及・啓発活動の実施

公的年金制度の普及・啓発活動とあわせて「ねんきんネット」等の普及を促進する。

３．「わたしと年金」エッセイ募集

年金制度の意義や公的年金制度と国民の結びつきなどについて考えていただくため、自身や、家族等の
身近な方と公的年金制度との関わりについてエッセイを募集する。

地域、教育、企業の中で公的年金制度に対する理解をより深め、世代・年齢、地域・職域を超えた社会連帯を
図ることを目的に、有識者や関係機関、関係団体等の民間委員から構成される「地域年金事業運営調整会議」
を開催し、地域に密着した公的年金制度の周知方法や納付率向上策等について意見交換を行う。

１．開催時期（予定）

令和７年８月および令和８年２月（年２回）

２．主な議事（予定）

令和７年８月 令和６年度事業実施結果報告、令和７年度事業計画
令和８年２月 令和７年度事業実施結果中間報告（4～12月） 、令和８年度事業計画（案）




